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〇今井 瑞希（いまい・みずき）  東京都生まれ 

全日本運輸産業労働組合連合会（運輸労連）中央書記次長 

連合中央執行委員 

 

＜組合歴＞ 

2010 年 トナミ運輸（株）入社（中途採用） 

2012 年 トナミ運輸労働組合特別支部委員、女性委員会委員 

2013 年 トナミ運輸労働組合女性委員会副委員長 

2015 年 トナミ運輸労働組合東神支部・支部書記長 

2017 年 トナミ運輸労働組合中央執行委員 

2019 年 全日本運輸産業労働組合連合会（運輸労連） 

中央書記次長（広報部長・ジェンダー平等推進担当） 

2019 年 10 月 連合中央執行委員 

2022 年 9 月 産前産後休暇及び育児休業取得 

2022 年 10 月  第一子（女児）誕生、（10 月～2023 年４月末まで配偶者が育休取得） 

2023 年 4 月より復帰 

2023 年   中央書記次長（労働政策部長・ジェンダー平等推進担当） 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇深見 正弘（ふかみ・まさひろ）  愛知県生まれ 

 全国労働金庫労働組合連合会（全労金）中央執行委員長 

 

＜組合歴＞ 

1996 年 愛知労働金庫入庫 

2001 年 東海労働金庫労働組合執行委員 

2003 年 全労金中央執行委員 

2005 年 東海労働金庫労働組合書記長 

2008 年 全労金書記次長 

2012 年 東海労働金庫労働組合執行委員長 

2014 年 全労金中央執行副委員長 

2015 年 全労金書記長 

2022 年 現職 
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〇岡本 由美（おかもと・ゆみ） 
 連合和歌山女性委員会委員長 

 情報労連和歌山県協議会副議長 

 

＜組合歴＞ 

連合和歌山 

2014 年 連合和歌山青年委員会幹事 

2016 年 連合和歌山女性委員会幹事 

2018 年 連合和歌山女性委員会事務局長 

2022 年 連合和歌山女性委員会委員長 

情報労連 

2015 年 情報労連和歌山県協議会幹事 

2021 年 情報労連和歌山県協議会 副議長 

2023 年 情報労連 NTT 労働組合和歌山分会 事務局長 

 

＜公職＞ 

2017.06～ 和歌山県職業能力開発審議会 

2020.04～ 和歌山県労働委員会 労働者委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇後藤 嘉代（ごとう・かよ） 
 労働調査協議会 主任調査研究員 

 

 

 

 

 

略歴：ゼンセン同盟政策局、連合総研研究員、労働調査協議会調査研究員を経て現職。主な

著作に『労働組合のジェンダー平等への挑戦』（日本生産性本部生産性情報センター、2022 年）。

労使関係論、ジェンダー論専攻。 
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2023年10月27日 

 

全労金におけるジェンダー平等の取り組み 

 

全国労働金庫労働組合連合会 

中央執行委員長 深見 正弘 

 

１．全労金の概要 

 

◎ 全国にある13の労働金庫と、労働金庫の中央機関、労働金庫の関連会社で働く

労働者で構成する労働組合の連合会組織。 

◎ 組合員数は、9,051名（2023年6月1日現在）。 

正職員：6,928名、嘱託等職員：2,123名 

女 性：5,354名、男 性：3,697名（女性比率：59.15％） 

◎ 役員体制 

男性：17名、女性：6名（女性比率：26％、前年度31.8％、前々年度40.9％） 

◎ 14加盟組合のうち、女性委員長4名、女性書記長3名 

 

２．全労金「ジェンダー平等推進方針」と「第１次ジェンダー平等推進計画」 

 

(1) 全労金「ジェンダー平等推進方針」（2021年7月確立） 

① すべての労働者を代表する組織体制の実現 

② 安心して働き続けることができる職場環境の実現 

③ 性のあり方の多様性を理解し合う社会の実現 

④ 社会的労働運動の実践によるジェンダー平等と男女平等参画社会の実現 

◎ 取り組み期間は、2021年10月～2030年9月（9年間） 

 

(2) 全労金「第1次ジェンダー平等推進計画」（2022年1月確立） 

 〇 中央執行委員会は、男女比率に応じた執行体制とします。 

 〇 四役に複数名、かつ、三役に1名以上の女性役員を常時選出します。 

 〇 定期大会・中央委員会は、男女比率に応じた参画とします。 

 〇 ＤＶについて、関連する支援団体との連携に取り組みます。 

〇 中央労使協議会は、女性役員を1名以上選出します。 

〇 ＳＯＧＩについて、多様性を理解する等、学習機会を設定します。 

〇 ハラスメントの根絶に取り組みます。 

〇 年複数回、執行委員長からメッセージを発信します。 

〇 全労金「ジェンダー平等社会・実現宣言」を実施します。 

〇 単組・県域組織における会議時間を、平日・業務時間内で開催します。 
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３．ＤＶ被害者支援の取り組み 

 

《取り組みのきっかけ》 

◎ 連合が2019春季生活闘争方針から「ＤＶ被害者支援の環境整備」を提示 

⇒ 全労金2019春季生活闘争方針でも「ＤＶ被害への対応」を方針化 

◎ 新型コロナウイルス感染症による影響 

⇒ 生活困窮やＤＶ被害（※定額給付金の受け取りが世帯主）が顕在化 

 

《全労金の取り組みを決定（※2022年7月）》 

◎ ステップ1 ～ 学ぶ ～    ⇒ 全単組で実施 

◎ ステップ2 ～ 知る ～ 

◎ ステップ3 ～ 考える ～ 

◎ ステップ4 ～ 行動する ～  ⇒ 「相談窓口設置」 

「失効年休積立使途追加」 

 

４．東京レインボープライドへの参画 

 

《参画のきっかけ》 

◎ 連合「性的指向・性自認に関する差別禁止に向けた取り組みガイドライン」 

◎ 全労金「性的指向・性自認への対応方針」（2020年3月） 

◎ 全労金「ジェンダー平等推進方針」 

◎ 連合・全国ユニオンさんからの呼びかけで、2022年4月から参画 

◎ 産別でレインボーフラッグを、2023年6月に作成し、定期大会で掲示 

 

５．第72回定期大会（2023年8月） 

 

◎ 大会代議員の男女比率が50％に（パリテの達成） 

⇒ 組合規約の改正（代議員数を増加） 

⇒ 第１次ジェンダー平等推進計画の達成に向けた要請 

・女性参画 

・嘱託等組合員の参画（各単組2名の参加） 

◎ 構成組織における女性二役の誕生と増加 

◎ 中央委員会は、2019年11月から男女比率50％（直近は女性が上回る） 

 

６．今後の課題 

 

◎ 専従役員の選出 

    ⇒ 一人ではなく、常に複数人を選出する 

◎ 単組・県域組織における女性役員の選出 

◎ ハラスメントの根絶 

◎ ＳＯＧＩへの対応、等々 

 

以 上 
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